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は じ め に 

 

 

 令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の５類感染症への位置付け変更となり、４年

ぶりに新型コロナウイルス感染症発生前に近い活動を行うことができました。地域行事へ

の参加、ボランティア活動、学校間交流、来賓を招いた学校行事。地域の方に見守られ、声

援の中で活動する児童生徒の姿は生き生きとしており、人に認められることの大切さを実

感した１年となりました。 

 今年度は「児童生徒が主体的に学び、その学びを実感する授業づくり」の研究主題の下、

２か年計画の１年目の年で、「教科」に焦点を当てて研究に取り組むことにしました。その

教科における目標と評価を明確にし、小単元間のつながりや他の学習場面と関連した単元

づくりや実生活につなげ、学びの実感につなげること、また、ＩＣＴ機器の効果的な活用を

目指して研究に取り組んでまいりました。小学部は算数科、中学部・高等部は国語科を取り

上げ、学習指導要領に基づいて単元目標を設定したり、抽出児童生徒の変容を継続的に見

取り、単元の改善を行ったりしてきました。児童生徒に配付されたタブレットや各教室に

備えられたモニターの活用も日常的に見られるようになりました。また、学習の場面だけ

でなく、単元終了後の他の学習や実際の場面で学習したことが生かされるなど、「学びの実

感」が感じられる場面を随所に見ることができました。 

 研究の目的の一つである「めあてや振り返りの在り方や具体的な手立て」など、まだまだ

研究を深めていく必要があります。本紀要を御高覧いただき、忌憚のない御指導・御助言を

いただければ幸いです。皆様からいただきました御指導を次年度の取組に生かしてまいり

たいと思います。 

 最後になりましたが、研究を進めるに当たりまして、秋田県教育長特別支援教育課の指

導主事の皆様から御指導と御助言をいただきましたことに心より感謝申し上げます。今後

とも、本校の研究活動に御指導、御支援くださいますようよろしくお願いいたします。 

                                   副校長 福士 智子 
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全校研究について 

１ 研究主題       

児童生徒が主体的に学び、その学びを実感する授業づくり（１年／２か年） 

 

２ 研究主題の設定理由 
（１）過年度の研究より 

令和３年度、４年度は、研究主題「児童生徒が主体となって学びをつないでいく授業づくり」

の下、授業実践を通して研究を推進してきており、その成果と課題は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校の現状と児童生徒の実態より 

本校は、北秋田市に昭和５２年に開校し、大野岱吉野学園や陽清学園等の施設に隣接している。

児童生徒総数は 44 名（小学部 14 名、中学部 14 名、高等部 16 名）である。本校は知的障害のあ

る児童生徒を対象としているが、発達障害の状態像を示す児童生徒、肢体不自由のある児童生徒、

医療的ケアを要する児童生徒なども在籍しており、障害の重度、重複、多様化が顕著である。 

本校の教育目標は「自立と社会参加」であり、その達成に向けて様々な学習活動を展開してき

ている。これまでの取組から、児童生徒には主体性や意欲が育ってきており、様々な力を身に付け

てきているが、児童生徒の学びの実感や、学んだことの十分な定着、活用へ向けた取組の充実が課

題として挙げられる。 

 

（３）学校経営方針より 

・日々の授業評価と改善等の研究を推進することで、教師の指導力及び専門性の向上を図る。 

・体験的、実際的な学習を創意・工夫し、常にチャレンジある学習活動を展開する。 

・学習指導要領の基本的な考え方を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の視点と、ＩＣＴ機器の

効果的な活用等により、授業の質を高める。 

 

本校では、「地域を学習フィールドに、地域で学び、地域と学び、地域に貢献する教育活動（絆プロ

ジェクト）」を中心に、学習内容や時期、各教科等との効果的な関連付けを図りながら、よりよい教育

課程の編成へとつなげてきた。しかし、昨年度の研究の課題として挙がったように、絆プロジェクト

を進めていく中で、該当する教科や各教科等を合わせた指導の目標や評価に曖昧な部分が生じ、児童

生徒の学びの実感が不十分な場面が生じてきている。そこで、単元、及び一単位時間の授業における

【成果】 

・単元・題材検討日を全校で１回、学部

で５回実施し、「地域を学習フィール

ドに、地域で学び、地域と学び、地域

に貢献する教育活動（絆プロジェク

ト）」を中心に、学習内容や時期、各教

科等との効果的な関連付けを図り、教

育課程の編成へとつなげてきた。 

・学びをつなぐ支援（「時」「人」「場」「指

導の形態」）の検討と授業実践を積み

重ねたことで、教員一人一人の学びを

つなぐ支援についての理解が深まり、

具体的な支援の方法を蓄積すること

ができた。 

 

【課題】 

・単元づくり、授業づくりの双方において、

定期的に検討や改善を積み重ねてきたが、

「各教科等を合わせた指導」の単元及び授

業の目標の明確化や評価の在り方が課題と

して残った。また、それに伴い、一単位時

間の授業におけるめあてや振り返りの具体

的な手立てをより一層検討し、改善してい

くことが必要である。 

・授業におけるＩＣＴ機器活用については、

実践で終わってしまうことが多かったた

め、その実践について丁寧な評価と改善を

し、より効果的な活用方法を探っていくこ

とが必要である。また、授業において効果

的にＩＣＴ機器を活用していくために、職

員へ対するＩＣＴ機器活用の研修を充実さ

せる必要がある。 
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目標及び評価を明確にし、導入や振り返り場面の手立てを工夫、改善しながら授業実践を積み重ね、

児童生徒の学びの実感を高めていくために本主題を設定した。研究１年目となる令和５年度は教科を

対象とし、授業の目標及び評価の部分に焦点を当て、児童生徒が主体的に学び、その学びを実感でき

る単元づくり及び授業づくりを目指していく。 

 

３ 研究の目的 
   ・令和５年度は教科に焦点を当て、その教科における目標と評価を明確にし、小単元間のつながりや

他の学習場面との関連の検討を重ねながら単元づくりを進め、よりよい教育課程の編成につなげる。 

・児童生徒が主体的に学び、その学びを実感するための、めあてや振り返りの在り方や具体的な手立

て、効果的なＩＣＴ機器の活用方法を明らかにする。 

 

４ 研究仮説 
 教科を対象に、目標や評価を明確にした単元・授業づくり、及び一単位時間の授業におけるめ

あてや振り返り、手立てなどを工夫しながら授業改善を行う。これらの実践を積み重ねていくこ

とで、単元や授業の質が向上し、児童生徒一人一人が目的意識をもって主体的に学習活動に取り

組み、学びを実感する姿を実現することができるだろう。 

 

５ 研究内容・方法 

（１）児童生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

  ①研究対象となる教科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

・研究対象となる教科の年間単元、及び小単元の検討と評価 

・他の学習場面との関連付け 

②抽出児童生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

・学年、学習グループにおける、抽出児童生徒の実態や目標の検討と整理 

・抽出児童生徒の変容の定期的な評価と共有 

・抽出児童生徒の変容を受けた、単元の改善 

 

（２）児童生徒が学びを実感できる授業づくり 

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点に沿った、一単位時間の授業の構成及び手立ての検討 

・一単位時間の授業の目標、及び評価の検討、改善 

・児童生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿の明確化 

・めあてと振り返りの在り方の検討と実施、改善 

②研究授業と授業研究会の実施 

・各学部の事前授業研究会、全校授業研究会の実施 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

・ＩＣＴ機器の活用の一人一実践と、紹介し合う機会の設定 

・研究対象となる教科における、ＩＣＴ機器活用の継続的な実施と改善 

  ④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

   ・学部及び全校でグループで授業づくりに関する情報（教材、板書など）の共有する機会の設定 

    

（３）実践を下支えする研修会の実施 

①全校研究会の実施（全３回） 

②研究日の実施（月１回程度） 

③ＩＣＴ機器活用に向けた研修会の定期的な実施 

・ＩＣＴ推進リーダーと連携した全体研修会の実施（年２回程度） 

・学部ごとに、児童生徒の実態やねらいに即したミニＩＣＴ研修の実施（月１回程度） 

 

- 2 - 



６ 研究計画 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

月 内容 

４ 
25日（火） ：全校研究会① 

27日（木） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

５ 
12日（金） ：全校研究会② 

23日（火） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

６ 
13日（火） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

単元・題材検討日①（令和５年度の絆プロジェクトについて） 

７ 

7日（金） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

26日（水） ：単元題材検討日②（研究対象教科の単元題材検討） 

ＩＣＴ全体研修会 

８ 22日（火） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

９ 

13日（水） ：全校授業研究会①（小学部・算数科） 

19日（火） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

29日（金） ：単元題材検討日③（絆プロジェクト前期振り返り、後期検討） 

１０ 

13日（金） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

23日（月） ：ＩＣＴ実践事例を共有する会 

教材を見合う会 

１１ 
14日（火） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

24日（金） ：全校授業研究会②（中学部・国語科） 

１２ 
14日（木） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 

19日（火） ：全校授業研究会③（高等部・国語科） 

１ 
12日（金） ：研究日 

ＩＣＴ全体研修会 
19日（金） ：単元題材検討日④（対象教科の単元題材評価と次年度に向けて） 

２ 
9日（金） ：単元題材検討日⑤（絆プロジェクト後期振り返りと次年度に向けて） 
16日（金） ：全校研究会③（成果と課題、次年度に向けて） 

３ 11日（月） ：研究日・ＩＣＴミニ研修 
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７ 研究の実際 

（１）児童生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる教科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

・学部ごとの研究日や単元題材検討日で、全校授業研究会で授業提示をする学習グループについ

て、単元・題材構想シートを用いながら該当単元の検討を行った（図１）。その際、より具体的

な検討、改善となるように、指導計画の改善点や学びの実感につなげる工夫等を単元・題材構

想シートに具体的に記すようにした。また、研究対象とする教科の年間指導計画の検討と改善、

評価を行い、それらを受けて次年度に向けた取組事項などを話し合った（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図１：高等部 単元題材構想シート】 

※各学部のシートは学部研究資料として添付 

指導計画をどのように 
改善したかが 

分かるように記した。 

学びの実感につなげる 
ための工夫点を記した。 

 

単元題材を実施する前に、 

学部で目標や評価の視点などを検討した。 

 

 

追加・改善事項などを 

書き加えながら、 

単元題材の検討と改善を重ねた。 
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・１月の単元題材検討日に、今年度の単元題材を振り返り、次年度に向けた話合いを学部ごとに

実施した。次年度、単元題材立案の際に大切にしたいことや取り入れたいことなどについて意

見を出し合い、共有を図った（図２）。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○単元・題材構想シートを用いることで、単元題材の目標や評価の視点が明確となり、指導計画

について具体的な改善事項を挙げることができた。 

○学びの実感につなげるための学習活動や手立てを、教員が意識しながら単元題材づくりに取り

組むことができた。 

○学部全体で単元題材について検討をし、意見を出し合いながら単元題材をつくりあげることが

できた。 

△授業で取り上げる題材や教材などについて、深く吟味することが必要であった。 

△他の学習活動との関連の見えにくさがあり、他の学習活動と効果的な関連をもたせることや、

当該教科での学びを他の場面から見取ることなどが十分にできなかった。 

 

②抽出児童生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

学部、または各学習グループから児童生徒を一名抽出し、その児童生徒の実態、目標を整理し、

学習の様子を記録して共有した。そして、その様子を基に単元題材の改善を図った（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２：次年度取り組みたいこと・大切にしたいこと（各学部・一部抜粋）】 

小学部・算数科 

・複数の視点からの児童一

人一人の丁寧な実態把握

と、それに基づく学習グ

ループの編成 

・学びを活用する機会を見

据えた単元題材の設定 

・ねらいを明確にした効果

的なＩＣＴ機器の活用 

中学部・国語科 

・生徒一人一人の丁寧な実

態把握に基づいた単元題

材の検討 

・学級担任と国語科指導者

との、生徒の学びや課題

等の情報交換 

・☆本などを用いた、学部

全体での教材研究 

高等部・国語科 

・年間指導計画を立てる際

の、ねらいや内容の整理 

・他者とやり取りする内容

の設定 

・言葉についての学びが、

他者との円滑なコミュニ

ケーションにつながるこ

とを実感できる内容の設

定 

【図３：中学部 事例検証シート（一部抜粋） 

※各学部のシートは学部研究資料として添付 
児童生徒の変容から 

単元の改善点を挙げる 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

 ○児童生徒の様子を複数の視点で見取ることができ、より丁寧な児童生徒の実態把握につながっ

た。また、事例検討を継続することで、児童生徒の変容を長期間に渡ってより深く広く見取る

ことができた。 

○児童生徒の様子の見取りだけで終わらず、単元題材の具体的な改善につなげることを意識し、

児童生徒の変容に基づく単元の改善点を具体的に考えることができた。 

△今後は他の児童生徒についても同様に丁寧な実態把握と見取り、継続的な評価、そしてそれら

を踏まえた単元・題材の改善に取り組んでいく必要がある。 

 

（２）児童生徒が学びを実感できる授業づくり 

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

・まずは「主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」について明確にすべきだと考え、４月、５月に

児童生徒が「主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」について、学部、及び学習グループごとに

検討して共有を図った。また、９月には、４、５月にまとめた児童生徒が「主体的に学ぶ姿、

学びを実感する姿」について、前期の様子を踏まえて再度実態や学習の様子を整理し、見直し

を図った（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

 ○年度当初に学部ごとに主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿について検討、共有でき、指導の方

向性を定めることができた。また、その内容について学部内だけでなく、学部を超えて共有を

図ることができた。 

【図３：主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿 一覧】 

※ 各学部のグループごとの姿をまとめたものは、各学部研究資料として添付 
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△前期終了の段階で見直す機会を設定していたが、その他の機会でも、児童生徒の目指す姿や指

導の方向性などをこまめに確認することが必要であった。 

 

・９月以降、学部で実施時期を決めて授業実践シート（図４）を使用した授業改善に取り組んだ。

研究対象教科の各学習グループで授業の目標や評価、めあてと振り返りの在り方を検討、実践

し、改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４：小学部 授業実践シート例】 

【授業実践シートを活用した授業づくりの流れ】 
①各グループの指導者が、一単位時間の授業についてめ
あてや展開、振り返り場面などについて検討する。 

②授業を実践する。 
③授業を振り返り、次時に向けて再度検討する。 

各グループの実践から見えてきた 

授業づくりの悩みや課題を共有し、

意見交換する。 

振り返りの場面が話題となり、各グループの様子、課題に感じていることなどを話し合った。 

その中で学習活動や手立てについて再度検討し、日々の授業づくりへとつなげている。 

 

小学部で話題となったこと（授業実践シートより一部抜粋） 

めあて、学習活

動、振り返りの

方法などを具

体的に記入 

評価する児童生徒の
具体的な姿を記入 

「学びの実感」を指

導者が意識できるよ

うに、手立てを記入 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

 ○この実践を通して教員一人一人が自己の授業を振り返ったことで、各学部において授業で大切

にしたい点や悩みを抱えている点などが明らかになり、それらについて意見を出し合うなど、

一単位時間の授業について考えるきっかけとなった。 

△授業における課題としてめあてや振り返りの場面などが挙げられたが、その点について有効な

改善案を出すまでには至らなかった。 

 △期間を決めて実践を行ったが、単発的な実践となってしまったため、より日常的な授業づくり

を活発にしていくための実践方法や時期の工夫が必要である。 

 

②研究授業と授業研究会の実施 

・全校授業研究会に向けて、各学部で事前授業研究会を行った。協議の中で出た改善案を基に、

全校授業研究会当日に向けて授業改善を積み重ねた（図５、写真１）。 

    

 

 

 

 

 

 

 

・９月に小学部、１１月に中学部、１２月に高等部が全校授業研究会を実施した。事後研究会で

は全校縦割グループで協議を行い、成果や課題、改善案について意見を出し合った（図６）。グ

ループ協議の後は学部に分かれ、グループ協議の意見を基にして学部で取り入れたいことを話

し合った（図７）。また、後日学部ごとに協議で出た意見を再度確認する機会を設定し、協議で

出た成果や課題について共有を図った。 

 

  第１回全校授業研究会 

（小学部・算数科） 

第２回全校授業研究会 

（中学部・国語科） 

第３回全校授業研究会 

（高等部・国語科） 

グループ協議より抜粋した意見 ○：成果 課題：△ 

○児童を引き付ける導入 

○必然性のある題材の設定 

○他の学習（修学旅行）との関連

付け 

○個々の実態に即した教材 

○ＩＣＴ機器の活用 

（写真、動画の活用） 

○楽しんで取り組める環境設

定、教材の工夫 

△算数科としてのねらいの明確                

 化 

△実生活を想定した教材、場面

設定 

△学んだことのよさの理解、実

感できる場面の設定 

○具体的なめあて 

○ＩＣＴ機器の効果的な活用     

（生徒がロイロノートを操作） 

○安心して発言できる環境づく

り 

○生徒同士が評価し合う場面の

設定 

○ポイントをおさえた板書、ワ

ークシート 

△ＩＣＴ機器と板書の使い分け 

△「作文」として、まとめていく

ための支援や学習展開 

△めあてへの意識付け 

○学びの積み重ねが見える掲示   

 物 

○ＩＣＴ機器の効果的な活用 

（ロイロノートのアンケート機

能を使った振り返り等） 

○授業と関連ある家庭学習の実    

 施 

○整理された板書 

○生徒が意見を出すための観点

の提示 

△国語科としてのねらいの焦点

化 

△生徒の思考を支える教材 

△めあてに立ち返る振り返りの

在り方 

【図５：小学部 事前授業研究会 協議シート】 

【写真１：小学部 

      事前授業研究会の協議の様子】 

【図６：全校授業研究会の成果と課題（抜粋）】 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○事前授業研究会を実施したことで、授業について授業者だけでなく学部職員全員で考えること

ができ、成果と課題、及び改善案を検討することができた。 

 ○協議で出た成果と課題について、実際に協議で使用した模造紙を用いて確認する機会を後日設

定したことで、成果と課題について理解を深め、共通理解を図ることができた。 

○小学部と中学部・高等部で対象としている教科は異なるが、授業づくりで共通している部分は

多いため、協議で出た成果や課題などを授業づくりに生かすことができた。 

   △協議で出された課題について、その後の授業でどう改善したかを検証することができなかった。 

 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

・授業におけるＩＣＴ機器活用を進めるために、まずはＩＣＴ機器の活用事例を共有し知ること

が大切だと考え、職員がＩＣＴ機器活用の一人一実践を行い、その事例を共有し合う会を設定

した（図８）。また、ＩＣＴ活用の実践事例の紹介を受け、学部ごとに今後ＩＣＴ機器の活用を

進めていく際に取り入れたいこと、充実させたいことを話し合って共有した（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践を集約したものを配付し、それを用

いて縦割りグループで実践を共有し合う

会を実施した。 

 

【図８：ＩＣＴ実践シート例、及び事例を共有し合う会の様子】 

 

全校縦割りグループ協議の後に、

学部ごとに分かれて、グループ協

議で出た意見を踏まえて学部で取

り入れたいこと、充実させたいこ

とを話し合ってまめた。 

【図７：グループ協議を基に、学部で取り入れたいことをまとめた用紙（中学部）】 

 

 

 

６月～９月の期間で教科を問わず、 

ＩＣＴ機器を活用した事例を一人一

事例行い、シートにまとめた。 

その際、活用のねらいを明確にし、 

活用の成果と課題を見取って記すよ

うにした。 
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・全校授業研究会で授業提示した学習グループの授業づくりにおいて、ＩＣＴ機器の活用を検討、

実践し、改善を図った（図１０）。単発的な実践で終わらず、ＩＣＴ機器活用のねらいと使用場

面を十分に検討し、実践を受けて改善までつなげるようにした。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○ＩＣＴ機器活用の一人一実践をすることで、まずは職員全員が機器に触れる機会となり、各々

が授業の中で活用しようとするきっかけにできた。また、校内の実践事例を集めて全職員間で

共有したことで、自己の授業で生かそうとしたり、活用方法を改善しようとする様子が見られ

た。 

○全校授業研究会で授業提示をするグループについて、学部職員全員でＩＣＴ機器の効果的な活

用方法について検討し、改善を重ねることができた。 

△授業内におけるＩＣＴ機器の活用について、実践や改善の積み重ね、及び実践の共有の機会を

もっと増やし、日々の授業における実践を充実させていく必要がある。 

 

 

【図９：ＩＣＴ機器の活用に向け、各学部の今後の取り組みたいこと、充実させたいこと】 

【図１０：ＩＣＴ機器活用シート（高等部）】 

※各学部のシートは学部研究資料として添付 
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④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

・授業づくりを進めていく上の手掛かりの一つとして、職員が各自指導しているグループ以外の

授業の様子を知ることが必要であると考え、学部及び全校で教材を見合う会を行った（写真２）。

まずは学部ごと、その後全校、という形で実施し、様々な教材に触れる機会とした。 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○他グループや他学部の教材を見合う機会がこれまでなかったため、興味をもって教材を見たり

手に取ったりする職員が多かった。教材を見合う会を通して、他の学習グループの教材につい

て、積極的に質問したり自分の授業の手掛かりとしようとしたりする様子が見られた。 

   △教材を見合う会は、日々の授業づくりにつながるよい機会であったため、回数を増やしたり実

施時期を検討したりするなどして、次年度以降も継続していきたい。 

 

（３）実践を下支えする研修会の実施 

①全校研究会の実施（全３回） 

第１回全校研究会（４月）では全校研究について、第２回全校研究会（５月）では学部研究に

ついて説明し、全職員で方向性や重点の共有を図った。第３回全校研究会（２月）では、令和５

年度の研究の成果と課題を共有し、次年度の方向性や取組事項などについて意見を集めた。 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

   ○研究の方向性や内容、成果と課題などの共有を、全職員で図ることができた。 

   △職員から研究に関する意見を取り上げながら進めていくために、年度途中であっても必要に応

じて研究の方向性や内容について意見を募る場面を設定する必要があった。 

 

②研究日の実施（月１回程度） 

  学部ごとに月１回研究日を実施し、学部研究を進めた。その際、他学部の研究内容を知ること

ができるように、学部で検討したことや話題になった内容をまとめ、他学部の取組の共有を図る

機会を設定した（図１１）。 

【写真２：学部、及び全校での教材を見合う会の様子】 

 

教材を展示する際は、対象児童生徒や学

習のねらい、内容などを簡単に記入した

用紙を貼り付けた。 

教材は並べて自由に手に取ったり操作で

きるようにし、実際に教材に触れながら

職員間で自由に質問ややり取りをできる

形で実施した。 

【写真３：展示した教材（一部）】 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○研究日では、全体で取り組む内容と共に、学部の実情や課題にせまる内容を取り上げてながら

進めることができた。 

○各学部の研究内容の共有を図ったことで、その内容を踏まえた上で、学部ごとの検討や改善を

進めることができた。 

   △内容の共有ができた部分もあったが、十分でない部分も多かった。特に、全校授業研究会の授

業づくりに関することは、学部を超えてより共有を図ることで、授業改善がさらに進むと考え

る。 

 

③ＩＣＴ機器活用に向けた研修会の定期的な実施 

・ＩＣＴ推進リーダーと連携し、７月と１月にＩＣＴ全体研修会を実施した。７月の研修ではを

３種類（電子黒板の基本操作、iPad の操作方法、ロイロノートの基本機能）に分けて設定し、

研修したい内容を職員に選んでもらって実施した。１月の研修では、全校授業研究会の成果と

課題、職員のＩＣＴ機器活用の状況などを踏まえ、内容をロイロノートに絞って実施した。 

・月１回の研究日の中で、学部ごとに児童生徒の実態やねらいに即したミニＩＣＴ研修を実施し

た。学部の実態や実情、職員のＩＣＴ機器活用スキルなどに合わせて内容を適宜変えながら行

った。 

 

 

各学部の研究日で話

し合った内容を一覧

にまとめた。その内

容を次回の研究日で

確認し、他学部の内

容を共有した。 

 

【図１１：各学部の研究日の内容をまとめた資料】 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○ＩＣＴ研修会を定期的に実施したことで、職員が機器に触れる機会が増え、苦手意識の改善や

活用スキルの向上を図ることができた。 

○学部ごとのＩＣＴミニ研修を設定したことで、それぞれの実情に応じた内容を実施することが

できた。 

   △ＩＣＴ機器活用のための職員の知識やスキルの獲得、向上が少しずつ図られてきてはいるが、

まだ不十分な部分や、個人によって程度の差が大きい部分がある。学部や個人の実態に応じた

研修内容の設定が必要である。 

   △ＩＣＴ機器の活用方法を確認して終わりとするのではなく、日々の授業に生かせるように、授

業内での活用を想定した形での研修の実施が必要である。 

 

８ 成果と課題 

 成 果 

（１）児童生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

・小単元、題材の検討と改善の充実 

研究主題や学部研究の重点事項などに基づき、全校授業研究会に関する単元題材の目標や評

価の視点、内容などについて、学部内で検討することができた。授業実践を重ねる中で、内容

構成や大切にしたい点などについて改善を図ることができた。 

・主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿など、「児童生徒の姿」に着目した単元づくり 

  抽出児童生徒を決め、その変容を一定期間丁寧に見取り、その姿から単元題材の改善点を挙

げることができた。その際、授業に携わる職員だけでなく、学部職員全員で抽出児童生徒の変

容の共有や、単元題材の改善に取り組むことができた。 

 

（２）児童生徒が学びを実感できる授業づくり 

・「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」の具体化 

  年度当初に全体、学部、各学習グループごとに「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」を具

体化し、それらを目指した授業づくりを進めることができた。また、前期終了段階で、それま

での成果と課題を踏まえて見直しを図ることができた。 

・授業研究会における成果と課題の整理と共有 

     事前授業研究会、及び全校授業研究会の成果と課題を学部内で丁寧に共有し、授業改善へと

つなげることができた。 

・ＩＣＴ機器活用の検討と実践 

ＩＣＴ機器活用の一人一実践、及び授業研究会を通して、授業におけるＩＣＴ機器活用の検

討や改善を図ることができた。 

【写真４：ＩＣＴ全体研修会、学部ＩＣＴミニ研修の様子】 
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・教材を見合う会の実施、授業実践シートの作成など、一人一人の職員が授業づくりへの意識を

高められる取組 

  教材を互いに見合うことや、授業実践シートを用いた実践などを通し、職員一人一人が授業

について情報共有したり、自己の授業について考えたりすることができた。これらの実践から、

授業づくりにおける学部の課題や悩みが明らかとなり、それらについて話し合うことができた。 

 

（３）実践を下支えする研修会の実施 

・研究日の活用 

  学部の実情に応じて内容を設定して研究を進め、学部ごとに検討した内容や実践などをまと

めることで、他学部の研究内容について共有を図った。 

・ＩＣＴ機器活用に関する研修会の定期的な実施 

  研究日ではＩＣＴ機器ミニ研修を、長期休業では全体研修を行った。ＩＣＴ機器活用に必要

な知識やスキルを得られるように、定期的に研修を実施することができた。 

 

課 題 

（１）児童生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

・「学びの実感」につながる単元題材の立案、及び改善 

児童生徒の学びの実感につなげるためには、他の学習活動と効果的な関連をもたせることや、

当該教科での学びを他の場面から十分に見取って改善につなげていくことなどが必要であり、

それらを踏まえた年間を見通した単元題材の立案と改善が必要である。 

・単元題材の目標、内容の明確化、焦点化と、扱う題材の吟味 

  教科として何を学ぶのかをしっかりと捉え、単元題材における目標や内容についてより明確

化・焦点化し、扱う題材について吟味する必要がある。 

 

（２）児童生徒が学びを実感できる授業づくり 

・めあてや振り返りの場面など、具体的な授業改善案の検討と実践 

     職員一人一人の実践から明らかになってきた授業の課題について、それらの具体的な改善案

を十分に検討、実践していくことが必要である。 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用の積み重ねと改善 

  ＩＣＴ機器のさらなる効果的な活用方法を探り、実践と改善を積み重ねていく必要がある。 

・授業づくりに関する情報共有の充実 

     日々の授業改善を活発にしていくために、授業に関する様々な情報を共有できる機会を充実

させていく必要がある。 

 

（３）実践を下支えする研修会の実施 

・学部を超えて内容を共有する機会の充実 

  各学部の研究内容や実践の要点について、共有の方法や機会を工夫する必要がある。 

・実践的な内容の研修の実施 

  日々の授業にすぐに生かせるように、授業における活用場面を具体的に想定した研修を実施

していく必要がある。 
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次年度に向けて 
次年度は、同研究主題のまとめとなる一年である。今年度の成果と課題を整理し、成果はさらに

充実を図り、課題については解決できるように、次の点に配慮しながら進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」の実現に向けた年間を見通した単元づくり 

  実態把握に基づいて単元題材の目標や内容を精選し、その配列や他教科等との関連、成果の見

取り場面などを検討・改善しながら、年間を見通せる形で単元づくりを進めていく。また、扱う

題材についても十分に吟味する。 

 

②一単位時間の授業における、具体的な改善の積み重ね 

  授業における課題を整理し、その解決のための具体的な改善案の検討と実践を充実させ、その

積み重ねの中で有効な方法を明らかにしていく。 

 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用実践 

  ＩＣＴ機器を授業内で効果的に活用していくために、実践を充実させ、よりよい活用へとつな

げていく。 
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小 学 部 



小学部の研究について 

 

１ 研究主題  児童が主体的に学び、その学びを実感する授業づくり 

 

２ 学部研究の重点 

・児童が見通しをもって学んだり、学んだことを実感したりするための支援の在り方について検討す

る。 
・算数科の授業において、ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づくりを行う。 

 

３ 重点の設定理由 

小学部は、学校生活の始まりであり、家庭や学校での生活に関わる基礎的な力を獲得する時期であ

る。また、家庭から学校、地域へと社会が広がっていく時期でもあると考える。 

昨年度は、児童が主体となって学びをつないでいく授業づくりとして、児童の学びをつなぐための

単元づくりや授業づくりに取り組んだ。児童が身に付けた力を発揮する場を効果的に設定したこと

で、児童が自信をもって活動に取り組めるようになったり、様々な場面で人とやりとりする場面が増

えたりした。しかし、児童が達成感を感じることのできる支援や振り返りの方法については課題が残

った。 

また、生活単元学習ではＩＣＴ機器を活用する機会が増え、児童が見通しをもって活動に取り組ん

だり、自分が頑張ったことを写真や動画で振り返ったりすることができた。しかし、生活単元学習以

外の授業での活用については、まだ進んでおらず、活用の仕方について課題が残った。 

そこで昨年度までの成果と課題を受けて、学部研究の重点を上記の二点とした。児童が見通しをも

って学んだり、学んだことを実感したりするための支援や振り返りの在り方について検討すること

で、算数科の授業の質の向上につながり、資質・能力を確かに育てることができると考える。研究対

象を算数科とした理由としては、児童が「分かった」「できた」と実感をもちやすく、身に付けたこ

とを他の学習場面で生かしやすいと考えたからである。また、ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づ

くりを行うことで、児童の学習意欲を高めるとともに、より学びを実感することができると考え、重

点を設定した。 

 

４ 研究仮説 

 算数科を対象教科とし、目標や評価を明確にした単元・授業づくり、及び一単位時間の授業におけ

るめあてや振り返り、手立てなどを工夫しながら授業改善を行う。これらの実践を積み重ねていくこ

とで、単元や授業の質が向上し、児童一人一人が目的意識をもって主体的に学習活動に取り組み、学

びを実感する姿を実現することができるだろう。 

 

５ 研究内容・方法 

（１）児童が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 
①研究対象となる算数科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

 ・研究対象となる算数科の年間単元、及び小単元の検討と評価 

 ・他の学習場面との関連付け 

②抽出児童の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

 ・学年、学習グループにおける、抽出児童の実態や目標の検討と整理 

 ・抽出児童の変容の定期的な評価と共有 

・抽出児童の変容を受けた単元の改善 
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（２）児童が学びを実感できる授業づくり                      

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

 ・「主体的・対話的で深い学び」の視点に沿った、一単位時間の授業の構成及び手立ての検討 

 ・一単位時間の授業の目標、及び評価の検討、改善 

 ・児童が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿の明確化 

 ・めあてと振り返りの在り方の検討と実施、改善 

②研究授業と授業研究会の実施 

 ・事前授業研究会、全校授業研究会の実施 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

 ・学習活動におけるＩＣＴ機器の活用についての検討 

④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

 ・学部内で授業づくりに関する情報を共有する機会の設定 

 ・教材を展示し、見合う時間の設定 
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６ 小学部研究計画 

月 主な内容 

４月  
【研究日】 

・小学部研究の方向性の確認 

５月 

【研究日】 

・ＩＣＴミニ研修 

・「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」の確認  

６月 

【研究日】 

・ＩＣＴミニ研修 

・抽出児童の実態やねらいの確認 

【単元・題材検討日①】 

・令和５年度のわいわいプロジェクトについて 

７月 

【研究日】 

・事前授業研究会 

【単元・題材検討日②】 

・算数科の単元題材の検討 

【教材展示会】 

・国語科、算数科の教材を展示し、見合う 

８月 

【研究日】 

・全校授業研究会に向けて 

・ＩＣＴミニ研修 

９月 

【全校授業研究会】 

・全校授業研究会授業提示、研究会 

【研究日】 

・全校授業研究会を終えて 

・ＩＣＴミニ研修 

【単元・題材検討日③】 

・絆プロジェクト前期の振り返りと後期の検討 

１０月 

【研究日】 

・単元・授業をつくる会 

・ＩＣＴミニ研修 

１１月 
【研究日】 

・単元・授業をつくる会 

１２月 

【研究日】 

・学部研究の成果と課題について 

・ＩＣＴミニ研修  

１月  

【研究日】 

・学部研究のまとめ（成果と課題） 

【単元・題材検討日④】 

・算数科の単元題材の評価と次年度に向けて 

２月 
【単元・題材検討日⑤】 

・絆プロジェクト後期の振り返りと次年度に向けて 

３月 
【研究日】 

・次年度の研究に向けて 
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７ 研究の実際 

（１）児童が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる算数科の目標及び評価の観点を明確にした単元づくり 

・研究日に「単元・授業をつくる会」を実施し、小学部６年生の算数科の単元を検討し、改善を 

  重ねた。 

・単元題材検討日に、生活単元学習や各教科等との関連付けを行った。 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇単元・題材構想シートを用いて話合いをしたことで、目標や評価の視点、改善すべき点が明確

になった。（図１） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②抽出児童の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

・小学部６年生の算数科学習グループの中から抽出児童を一名選んだ。学部職員で抽出児童の実

態や目標の検討と整理を行い、抽出児童の変容を共有したり、単元の改善につなげたりした。 

（図２） 

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇学部職員で抽出児童の様子や変容を共有し、単元の改善について検討し、児童が学びを積み重

ねるための単元づくりを実施することができた。 

△研究日で抽出児童の様子や変容を学級担任から聞き取りし、学部職員で共有したが、実際の授

業の様子を参観する機会は数回しかなかった。実際に授業を参観する機会を増やすことで、抽

出児童の様子や変容をより深く理解し、単元の改善につなげることができるのではないかと考

える。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１：小学部単元・題材構想シート（一部抜粋）】 

※実物は小学部研究資料後半に添付 

学習の様子から改善事項

を絞り込み、今後の展開を 

検討した。 
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（２）児童が学びを実感できる授業づくり                      

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

 ・算数科の各学習グループで授業実践シートを記入し、一単位時間の授業の構成や手立てを検討

した。 

 ・児童が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿を学部内で検討し、明確化した。 

 ・小学部６年生の算数科学習グループと１～５年生の算数科学習グループの２つに分かれ、めあ

てと振り返りの在り方を検討した。 

 ・学部内で小学部４・５年生の算数科学習グループの授業研究会を行った。 

  

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇授業実践シートを記入したり、めあてと振り返りの検討をしたりしたことで、各学習グループ

の児童が学びを実感するための学習活動や手立ての在り方を検討し、授業改善につながった。 

〇学部内で算数科の授業研究会を実施したことで、学部職員で学習グループの児童の実態に合わ

せた教材のアイデアを出し合ったり、実生活につなげるための支援を考えたりすることができ

た。 

○小学部６年生は、修学旅行に向けた買い物の練習として、算数科の授業で商品を選び、お金を

支払う経験を繰り返したり、校外学習で買い物体験をしたりした。そうしたことで、実際の修

学旅行の買い物場面で、硬貨を選んで支払ったり、自分の所持金を見て購入できるか考えたり

する様子が見られ、普段の学習での学びを発揮することができた。（写真１） 

△学部内に算数科の学習グループが７つあるが、お互いの授業を参観する機会がなく、授業実践

シートを用いた情報共有を実施した。お互いの授業を参観する機会を設定することで、よりよ

り授業づくりにつながるのではないかと考える。 

 

             

 

 

【図２：小学部抽出児童 事例検証シート（一部抜粋）】 

※実物は小学部研究資料後半に添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２：小学部抽出児童 事例検証シート（一部抜粋）】 

※実物は小学部研究資料後半に添付 

 

 

 

 

 

 

 

【図１：小学部単元・題材構想シート（一部抜粋）】 

抽出児童の

実態や学習の

様子をまとめ

今後の単元、

題材の改善点

を検討した。 
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②研究授業と授業研究会の実施 

 ・小学部６年生の算数科の研究授業提示を行うにあたって、７月に学部内で事前授業研究会を実 

  施した。事前授業研究会では、主にＩＣＴ機器の活用方法が話題に挙がり、児童が学習におい

てｉＰａｄを使用するように改善した。９月には、全校での研究授業と授業研究会を実施した。 

   

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇授業研究会を行ったことで、児童の実態に合った教材や学びの実感につなげるための支援など

に関する様々な意見をいただき、よりよい授業づくりにつながった。 

  

 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

 ・学習活動におけるＩＣＴ機器の活用について検討を重ねたり、学部内でＩＣＴミニ研修を実施

したりした（写真２）。 

  

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇ＩＣＴ機器の効果的な活用方法や活用のタイミングなどについて検討し、実践につなげたこと

で、授業のねらいにせまることができ、児童の学びの実感にもつながった。 

○ＩＣＴミニ研修を実施したことで、学部職員がＩＣＴ機器の使い方やアプリについて知識を身

に付けることができた。 

△小学部６年生の算数科の学習グループでは、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施した（写真３）

が、それ以外の学習グループでの活用頻度はまだ少ない。一つの学習グループの担当職員が少

なく、活用が難しかったという実情があったため、学習グループの検討も必要であると考える。 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１：修学旅行での買い物の様子】 

 

 

 

【図２：小学部抽出児童 事例検証シー

ト（一部抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

【図１：小学部単元・題材構想シート

（一部抜粋）】 

【修学旅行での買い物エピソード】 

・レジが混んでいて、焦ってしまい、硬貨

を選ぶ余裕がなかった児童がいた。 

・自分の所持金を見て、購入できるか判  

断して、買う物を選んだ。 

・５５０円を支払うのに、５００円玉を出

して、５０円玉がなくて困ってしまっ

た。教師の助言を聞いて、１００円玉を

追加して出した。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真２：学部のＩＣＴミニ研修】 

 

 

 

【図２：小学部抽出児童 事例検証シー

ト（一部抜粋）】 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真３：算数科の授業でのＩＣＴ機器活用】 

 

 

 

【図２：小学部抽出児童 事例検証シート（一

部抜粋）】 
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④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

 ・研究日で「単元・授業をつくる会」を実施し、学部内で授業づくりに関する情報を共有する機  

  会を設定した。 

 ・教材を展示し、見合う時間を設定した。 

   

＜成果：○ 課題：△＞ 

〇授業づくりの情報交換を実施したことで、お互いの算数科の授業について知る機会となったり、

授業についてアイデアを出し合ったりすることができた。また、情報交換を積み重ねたことで、

ＩＣＴ機器の活用の幅が広がったり、教材の工夫につながったりし、授業改善ができた。 

〇教材展示会を行ったことで、他の学習グループで使用している教材を知る機会となったり、自

分の学習グループの教材の参考にしたりすることができた。 

△教材展示会では、教材を展示するだけであったため、教材の使い方が分からないものもあった。

教材の使い方の説明の添付や教材を使っている様子の動画も準備できると、より参考になるの

ではないかと考える。 

 

８ 成果と課題のまとめ 

成 果 

・小学部６年生の算数科学習グループの学習について、学部職員で話し合い、検討を重ねた。学習の

様子や抽出児童の変容などを基に改善事項を絞り込み、今後の展開を検討したことで、児童が主体

的に学び、その学びを積み重ねる単元づくりにつなげることができた。 

・算数科の各学習グループで授業実践シートを記入したり、学部内で授業研究会を実施したりしたこ

とで、学習活動や手立ての在り方を検討したり、実生活につなげるための支援を考えたりし、児童

が学びを実感できる授業づくりにつなげることができた。 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用方法を検討し、学習の中で実践したことで、児童が主体的に学ぶ姿が多

く見られ、学びの実感につながった。 

・研究日の際に授業づくりの情報交換を行ったり、夏季休業中に教材展示会を行ったりした。お互い

の授業について知る機会となったり、授業についてのアイデアを出し合ったりし、児童の学びの実

感できる授業づくりにつながった。 

 

課 題 

 ・単元・題材構想シートや抽出児童の事例検証シートを使った話合いでは、改善すべき点が明確にな

り単元改善につながったが、年度始めに、担任だけでなく、学部職員全員で児童の実態把握をした

り、単元の構想を検討したりする機会があれば、学習グループの編成の参考になったり、各教科の

年間指導計画を立案したりすることができるのではないかと考える。 

・学部内で各学習グループの算数科の授業を参観する機会がなかったため、児童が学びを積み重ね、

学びを実感するための単元・授業づくりにつなげるために、学部内でお互いの授業を参観する機会

を設定していきたい。 

 ・小学部６年生の算数科の学習グループでは、ＩＣＴ機器を活用した授業を実践したが、それ以外の

学習グループでの活用頻度はまだ少なかった。ＩＣＴ機器を活用しやすい環境にするために、学習

グループの検討をしたり、ＩＣＴ機器の活用に関する研修内容を検討したりしていきたい。 

 ・教材展示会では、教材を展示するだけであったため、分かりやすい展示の仕方を検討し、授業づく

りの情報交換、共有の機会を設定していきたい。 

 

 

 

- 22 - 



 

小学部 主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

   
 

現状 

・算数科の実態に差がある。例

えば数について、３以上が曖

昧な児童、３３０以上唱える

ことができる児童など、その

程度には差がある。 

・ボッチャやすごろく、野球等

のゲームで数を数えることに

は意欲的である。 

・初めての活動には取り組むま

で時間が掛かる児童がいる。 

・数字が書けても数量と一致し

ないなど、意味理解が十分で

ないことがある。 

・算数科で学んだことを思い出

し、他の場面で使おうとする

姿が見られる児童もいる。 

・生活に結び付いたもの（数、図形、お金、 

 時間など）について、一緒に考えたり、 

説明したりする姿 

 

・今までやってきたことを基に、見通しを 

もって自分から取り組む姿 

 

主体的に学ぶ姿 

・分かったことを、自分なりの言葉や身

振り、教材などを使いながら伝えよう

とする姿 

 

・生活単元学習の買い物学習等の場面で

体験、学習したことを表現する姿 

学びを実感している姿 

現状 

・興味のあることには取り組める。 

 

・児童自身が次の学習につなげるのは

難しい。 
 

令和５年度 小学部 算数科 ６年 グループ 

令和５年度 小学部 算数科１～５年グループ 

・興味・関心をもって取り組む姿 
 

・見通しをもって取り組む姿 
 

・課題を選んで取り組む姿 

主体的に学ぶ姿 

・覚えたことを動作で表す姿 
 

・他の活動、次の活動に生かす姿 

学びを実感している姿 

小学部 研究関連資料１ 
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全校研 授業提示グループ（小６） 

 
― 振り返りについて ― 

 
①自己評価 
・めあてのキーワードにふれる。 
・花丸、○、△など、視覚的に評価が分かる 
カードを黒板に貼る。 

・授業終末部分で、学習したことを再度行う 
場面を設定する。 

・振り返りシートを使用する。 
・iPad で撮影し、振り返りのときに写真や

動画を示す。 
  
②他者評価 
・友達の様子、できたことに花丸のカードを 
貼る。 

 ・一人一人の評価のポイントを伝える。 
・「できた」ことに対し、Ｔ１、Ｔ２が十分

な称賛をする。 

小１～５年 

 
― めあての提示 ― 

 
・めあて（その日の頑張ること）を分 
かりやすく提示する。 

（文字、イラスト等） 
 

 
― 導入のやり方 ― 

・その日の学習内容に即したゲーム 
を行ったり、絵本を読んだりする。 

 
 

― 振り返り ― 
・振り返りの時間も大切だが、即時 
評価をしっかりと積み重ねる方
が、より学びの実感につながりそ
う。 

・動画や写真での振り返りを設定す 
る。 

令和５年度 小学部 算数科 で大切にしたいこと 

―算数科における実態、学部で目指す姿― 

 

  

  

 

 

【学部で大切にしたいこと】 

・数学的なものの見方を大切にす

る。 

・生活とのかかわりを大切にする。 

・児童が楽しく学習できるように

する。 

・「わかった」「できた」と感じられ

るようにする。 

・次の活動に生かせるようにする。 

・実社会に生かせるようにする。 

＜実態＞ 

・児童の実態差がある。 

・興味があることには取り組める。 

  
 

＜目指す姿＞ 

・興味をもって取り組む姿 

・学んだことを生かそうとする姿 
 

「学びの実感」に向けた取組事項 

小学部 研究関連資料２ 
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小学部６年 算数科 学習指導案 

日 時：９月１３日(水)２校時 

場 所：小学部５、６年教室 

児  童：小学部 ６年生 ５名 

指導者： 森澤裕子(Ｔ１)、佐々木捷吾(Ｔ２) 

 

１ 単元名 いくらかな 

 

２  単元の目標 

（１）ちょうどの金額を出すために、いろいろな金種の中からお金を選んで、お金シートに並べる。 

（知・技） 

（２）買いたい商品を選んでちょうどのお金を出したり、２つの商品の代金を出すために数の合成をし

てお金を操作したりする。（思判表） 

（３）様々な硬貨を使ったお金の出し方を生かして、買い物ごっこをする。（学、人） 

 

３  児童と単元 

（１）児童について 

本学習グループは、小学部６年男子４名、女子１名、合計５名で構成されている。ダウン症、Ａ

ＤＨＤ、自閉症の児童である。言葉による指示を理解して活動に取り組むことができる。不正解を

恐れて自ら解答を書いたり、発表したりすることに戸惑う児童もいるが、繰り返し学習することで

自信が高まると、進んで学習に取り組むことができる。また、分からないことがあると黙ったり、

活動が止まったりする児童がいる一方で、分からないことを自ら伝えられる児童もいる。学習に対

する意欲は高く、ゲーム活動や具体物を使った学習に対して特に主体的に取り組む姿が見られる。

しかし、日常生活の中で、物の数を数えたり、計ったりなど、数字を使う場面が少なく、数に対す

る関心は低い。ほとんどの児童は１０までの数は理解できているが、１０までの数の合成の理解に

は個人差がある。また、金種に関しては、ほとんどの児童が硬貨を見ても名称が分からず、５や１

０のまとまりで硬貨が変わることの理解も難しい。 

６年生は今年の１０月に修学旅行を控えており、お土産を買うことを楽しみにしている。買い物

については、店に行き、自分で代金を支払う経験はほとんどないが、家族と買い物に行って支払う

様子を見ていたり、校外学習でスーパーのセルフレジで支払いをしたりしたことはある。また、自

動販売機のジュースを選んで買った経験もある。しかし、どの硬貨を組み合わせて支払えばよいの

か、自分で判断することは難しい。 

 

（２）単元について 

    本単元は、年間を通して、金種について学んだり、お金を使って買い物ごっこをしたりする活動

に取り組む。お金は欲しい商品と交換する際に必要な道具である。そのため、自分の好きな物が手

に入るという動機付けができ、意欲的に取り組むことができると考える。また、本物のお金を扱う

ことで、金種の名称を知るだけでなく、硬貨の大きさや色、重さ、表と裏の模様等、お金を手にし

たときの感覚を養うことも期待できる。さらに、買い物ごっこを取り入れることで、実際の買い物

で行われるようなやり取りを繰り返し体験することもできると考える。また、１円玉や５円玉は１

円玉の枠、１０円玉と５０円玉は１０円玉の枠のお金シートに並べる操作活動を行うことで、各桁

に対応する金種を覚えるとともに、各桁の数の大きさを理解することにつながると考える。そして、

５円玉、５０円玉、５００円玉を意識して使っていくことで、１枚１枚順番に数えるよりも５のま

とまりを出した方が早いことにも気付き、数への興味・関心を高めることができるとともに、日常

生活面でも役に立つスキルを獲得できると考え、本単元を設定した。 
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（３）指導に当たって 

  〈学習活動〉 

   ・児童が見通しをもって取り組めるように、学習の流れを黒板に提示したり、活動の順番や流れ

を一定にして繰り返したりして行う。（主） 

   ・児童が興味・関心をもって活動に取り組めるように、金種クイズをパワーポイントで提示した

り、買い物ごっこのような設定にしたりする。（主・深） 

 ・お金を支払う体験が繰り返しできるように、お店屋さんとお客さんの役割を交代しながら買い

物ごっこをする。（対・深） 

 ・お金を正しく数える体験の場が多くもてるように、お店屋さんもお客さんが持ってきたお金を

お金シートに並べて確認する。（主・深） 

 

〈場の設定、教材・教具〉 

   ・グループでの活動が分かりやすいように、黒板にグループごとに名前カードを貼る。（主） 

   ・買い物ごっこの見通しがもてるように、教室の前におもちゃの商品を並べておく。（主） 

・一人一人が金種ごとにお金が出せるように、各児童に適したお金シートを工夫する。（主） 

   ・お金の形や色、重さが理解できるように、本物のお金を使用する。（深） 

   ・買う前に商品と値段が分かるように、個々にメニュー表を配付する。（主） 

・買い物ごっこで誰がどの商品を買ったか分かるように、おもちゃの商品と同じ写真カードを用

意し、黒板に貼っていく。（主） 

   ・ちょうどの金額が出せるようになったか確認するために、お金シートに金額を書く活動を設定

する。（主・深） 

・５円玉や５０円玉、５００円玉を使ってお金が出せるようにするために、１円玉や１０円玉１

００円玉の数を決めて配付する。（深） 

・自分の使う物の管理ができるように、個々にかごを用意する。（主） 

 

〈教師の働き掛け〉 

   ・児童が意欲や見通しをもって活動に取り組むことができるように、児童の取組を即時評価で称

賛したり、本時の学習をもとに、次時につながる言葉掛けをしたりする。（主・対） 

・児童の把握がしやすいように、場面やグループで教師の役割を分担する。（対） 

 

４ 指導計画（総時間数 ２６時間） 

学習活動 ねらい 時数 

○いくらかな 

～お金を知ってる？～ 

・金種クイズ 

・次の時間への見通し 

・お金にはいろいろな種類があることを知り、これ

からの学習に関心・意欲をもつ。（思判表） 

１時間 

 

○いくらかな 

～ちょうどのお金をだそう～ 

・金種クイズ  

・金種の名前 

・いくらかなクイズ 

・買い物ごっこ（１商品） 

・お金の種類が分かり、金種シートに金種の名称を

書く。（知・技） 

・商品の金額に合うお金を選んで、お金シートに並

べる。（知・技）（思判表） 

・グループの友達と交代でお店屋さんとお客さんに

なり、買い物ごっこをする。（学、人） 

時間 

（本時 

１ ７ ／

１ ９ 時

間） 

○いくらかな 

～ちょうどのお金をだそう２～ 

・いくらかなクイズ 

・買い物ごっこ（２商品以上）  

 

・同じ商品を複数買ったり、違う商品を複数買ったり

したときの代金に合うお金を選んで、お金シートに

並べる。（知・技） 

・自分に合ったお金シートを選んで、お金を並べる。

（思・判・表） 

６時間 
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５ 本時の計画（総時数１８／２６） 

（１）全体の目標 

    ・金種が分かり、商品に合ったちょうどの金額を５円玉、５０円玉、５００円玉を使ってお金シー

トに並べる。（知・技） 

    ・様々な硬貨を使ったお金の出し方を生かして、グループの友達と役割を交代しながら、楽しい雰

囲気で買い物ごっこをする。（学、人） 

    

（２）個別の目標        

氏名 児童の実態と学習の様子 個別の指導計画の目標（年間） 単元の目標 本時の目標 

A 

 

 

 

 

 

買い物の経験はほとんど

なく、５年生のときの校外

学習では、セルフレジのお

金を入れるところが分から

ず教師の支援が必要であっ

た。物を選ぶことに時間が

かかる。数字に関すること

は得意であり、簡単な１位

数＋１位数（繰り上がりな

し）であれば、即答できる。

金種については、５円玉や

５０円玉も分かるようにな

り、それを使ってちょうど

の金額を出すことができる

ようになってきた。お店屋

さんになると、どの商品が

よく売れたか報告する等楽

しそうにしている。 

・5,000円までのお

金を数えたり、

簡単な買い物ご

っこをしたりす

る。 

 

・様々な硬貨を使っ

て、ちょうどの金

額を出す。 

（知・技） 

・複数の商品の代金

の合計を出す。 

（思判表） 

・自分で買う商品を

選んで、買い物ご

っこをする。 

（学、人） 

・５円玉や５０円

玉、５００円玉

を使って、ちょ

うどの金額をお

金シートに並べ

る。（知・技） 

・グループの友達

と役割を分担し

ながら買い物ご

っこをする。 

（学、人） 

B 

 

 

 自動販売機でジュースを

買うときには、迷わずお金

を入れていた。算数に関心

があり、自分で計算問題を

考えてどうやって解くの

か、教師に聞くことがある。

２位数＋２位数のたし算

は、位同士をたすことは理

解できていない。金種を知

ると、５円玉や５０円玉を

使ってお金を出そうとする

が、急ぐあまり硬貨の数を

間違えてしまうことがある

り、正確な金額を出す確率

が低い。買い物ごっこでは、 

お店屋さんになると、少し

荒い口調や態度になるとき

があるが、教師の「両手で商

品カードを渡すよ」など言

葉掛けを聞いて、丁寧にや

り直すことができる。 

・5,000円までのお

金を数えたり、

簡単な買い物ご

っこをしたりす

る。 

・金種の名前を覚え

て、１円～1,000

円までを使って商

品の金額を出す。

（知・技） 

・２種以上の商品の

代金の合計を出

す。（思判表） 

・自分や友達の代金

を確認したり、友

達とのやりとりを

楽しんだりしなが

ら買い物ごっこを

する。（学、人） 

・５円玉や５０円、

５００円玉を使

って、ちょうど

の金額をお金シ

ートに並べる。 

（知・技） 

・グループの友達

と役割を順番通

り分担して買い

物 ご っ こ を す

る。（学、人） 
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C  昨年、自動販売機の学習

をしており、１円から１万

円までの金種が分かってい

る。まだ、５円玉や５０円玉

を使って、お金を出すこと

に慣れておらず、１円玉や

１０円玉を１枚１枚並べな

がら数を数えてお金シート

に硬貨を並べている。買い

物ごっこのお店屋さんで

は、教師と一緒にお金の確

認をするために、お金シー

トに友達の持ってきたお金

を１枚１枚並べて、合って

いるか確認することができ

るようになってきた。 

・２桁のお金を数

えたり、簡単な

買い物ごっこを

したりする。 

・１円から 1,000 円

までを使って、お

金シートに商品の

金額を出す。         

（知・技） 

・お店屋さんになっ

て、友達の持って

きたお金をお金シ

ートに１枚ずつ並

べる。（思考判） 

・金種クイズやいく

らかなクイズに楽

しく取り組む。 

（学、人） 

 

・等価が分かる等

価カードを使い

ながら、５円玉

や５０円玉、５

００円玉を使っ

て、商品の代金

をお金シートに

並べる。（知・技） 

・お店屋さんにな

って、友達の持

ってきたお金を

お金シートに並

べて代金を数え

ようとする。 

（学、人） 

D  ５年生のときの校外学習

の買い物体験では、予算

1,000円に対して、品物の合

計が 1,000 円を超してしま

った。また、自動販売機で 

１４０円のジュースを買う

ときに、１０円を５枚入れ

てから１００円を入れてい

た。金種は１円玉～１００

円玉までは分かってきてい

る。商品の金額を出すとき

に、等価カードを使いなが

ら、５円玉や５０円玉を使

おうと、意欲がある。分から

ないことや自信がないこと

になると、自分から「やらな

い」と話し、活動が止まるこ

とがある。お店屋さんにな

ると「いらっしゃいませ」と

元気よくお客さんに声を掛

けて楽しく活動している。 

・５００円までの

お 金 を 数 え た

り、簡単な買い

物ごっこをした

りする。 

・１円玉から５００

円玉までの金種の

名前を覚える。 

（知・技） 

・お金シートの１

桁、２桁の枠に金

種ごとにお金を並

べて、ちょうどの

金額を出す。 

（知・技） 

・お金をやりとりし

て、買い物をする

楽しさを感じなが

ら買い物ごっこを

する。（学・人） 

・教師にヒントを

もらったり、等

価カードを使っ

たりしながら、

金種ごとにお金

シ ー ト に 並 べ

る。（知・技） 

・お店屋さんにな

って、友達の持

ってきたお金を

お金シートに１

枚ずつ並べる。 

（学、人） 

E 

 

 

 

 

 

 家庭では、買い物に一緒

に行くことがあり、家族の

することをよく見ている。

そのため、５年生のときの

校外学習では、セルフレジ

のお金の挿入口が分かり、

支払いがスムーズであっ

た。 １円玉と１０円玉と  

１００円玉はだんだん分か

ってきて、教師と一緒に数

えながらお金シートに金種

ごとに分けて出せるように

なってきているが、５円玉

・５００円までの

お 金 を 数 え た

り、簡単な買い

物ごっこをした

りする。 

・１円玉、１０円玉、

１００円玉の名前

を覚える。（知・技） 

・１枚１枚お金を数

えて、金種ごとに

お金をシートに並

べる。（思判表） 

・「いらっしゃいま

せ」とお客さんに

声を掛けながら、

買い物ごっこを楽

しむ。（学・人） 

・教師や友達から

ヒントをもらい

ながら、お金シ

ートに金種ごと

に お 金 を 並 べ

る。（知・技） 

・グループの友達

と役割を分担し

ながら買い物ご

っ こ を す る 。

（学、人） 
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や５０円玉、５００円玉は

まだ理解できていない。ま

た、数字をお金シートに書

き写すとき、反対に書いて

しまうときがある。時々、自

分のやり方が正しいと主張

し続けるときがある。お店

屋さんの際は、なりきって

楽しそうに活動している。 

 
（３）配置図  ＜小学部５・６年教室＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

黒板 

E C A 

D B 

活動３ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

黒板 

テレビ 

E C A 

D B 

活動１・２・４・５ 

T２ 

T１ 

テレビ 
T１ 

T2 

        いくらかな 

 

    めあて （５円玉、５０円玉、５００円玉をつかってちょうどのお金をだそう！） 

                  

学習の流れ 

クイズ 

めあて 

    買いものごっこ 

    ふりかえり 

☆ 

    

☆ 

※おもちゃの商品の写真カード 

タイム 

タイマー 

A B D E 

 

C 
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（５）学習過程  ※ゴシック体は、学びの実感に関する手立て                    
時間（分） 学 習 活 動 教師の働きかけ、手立て 準備物等 

9:45 
(10) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
9:55 
(20) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:15 
(15) 
 
 

１ 始めのあいさつをす
る。 

 
２ 本時の活動を見通す。 
（１）「金種クイズ」をする。 
 
（２）「いくらかなクイズ」 

をする。 
 
 
（３）めあてを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 買い物ごっこをする。  
 
太陽チーム 
（A、B） 
星チーム 
（C、D、E） 
 
（買い物ごっこの流れ） 
（１）商品を選ぶ。 
（２）お金シートに金額

を書く。 
（３）お金シートにお金

を並べる。 
（４）タブレットでお金

シートを写す。 
（５）お金を財布（トレ

ー）に入れてお店
に行く。 

（６）商品カードをお店
屋さんに渡す。 

（７）お店屋さんがお金
シートにお客さん
の持ってきたお金
を並べて確認す
る。 

（８）お金が合っていれ
ば商品カードをも
らって、黒板に貼
る。 

（商品） 
・ビスケット…１５円等 
 
４ 本時の振り返りをす

る。    
（１）各自タブレットで撮

った写真の中から１
枚だけ選んで送信す
る。 

（２）テレビに映ったお金
シートの画像や動画

・本時の活動に見通しがもてるように、黒板に
活動カードを貼っておく。（T１） 

 
 
・金種の名前を覚えているか確認し、楽しい雰
囲気で始められるように、「金種クイズ」を一
斉で行う。（Ｔ２） 

・複数の硬貨を合わせたときのお金の読み方に
慣れるために、金種を組み合わせてクイズを
出題する。（Ｔ２） 

・５円玉、５０円玉、５００円玉を使ってお金
を出すことを意識付けるために、お金の特徴
を絵で表す。（T１） 

・視覚的にグループが分かるように、名前カー
ドを黒板に貼っておく。（T１） 

 
・準備や後片付けがしやすいように、使う物を
ひとまとめにしてかごに入れておく。 

・買い物の体験ができるように、グループ内で
お店屋さんとお客さんの役割を交代しなが
ら、買い物ごっこをする。 

・買い物の雰囲気を出すために、おもちゃの商
品を長机に並べる。 

・お店屋さんも金額の確認をするために、お金
シートを準備する。 

・児童の実態に合わせたグループに分け、グル
ープごとに値段の設定を変える。 

・買い物に結び付けてお金が数えやすいよう
に、一人一人に合ったお金シートを準備す
る。 

・机上で買う物の金額が分かり、買い物がスム
ーズにいくようにするために、メニュー表に
商品の写真と金額を書いておき、各自に渡
す。 

・お金シートにいくら出したかが後で分かり、
画像に写せるように、一人１台ずつタブレッ
トを準備する。 

・５円玉や５０円玉を使っている様子が分か
るように、教師がタブレットで動画を撮る。                

                 （T１） 
・５円玉や５０円玉を使ってお金を出してい
たときや教えていたときには、教師はハンド
サインや言葉で即時評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
・自分で撮った写真を見て振り返られるよう
に、写真を見る時間を設定する。 

 
 
・めあてについて振り返られるように、児童が

めあて 
５円玉、５０円玉、５００円玉をつかって
ちょうどのお金をだそう！ 

活動カード 
 
 
 
テレビ 
タブレット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名前カード 
 
 
※かご（各自） 

・お金シート 

・ホワイトボー

ドマーカー 

・お金（お金ケー

スの中） 

・財布又はトレ

ー 

・メニュー表 

・等価カード（個

に応じて） 

タブレット 
※お店屋さん 

・おもちゃの商

品（各グルー

プ） 

・おもちゃの商

品の写真カー

ド（人数分） 

・お金シート 

・ホワイトボー

ドマーカー 

・サンバイザー 

・お金を入れる

箱      

 

 

 

 
 
 
 
 
 
タブレット 
テレビ 
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を見る。 
 
 
 
 
５ 終わりのあいさつをす

る。 

撮ったお金シートの画像を提示しながら発
問する。（T１）   

・金種を選んでお金シートに並べている様子
が視覚的に分かるように、タブレットで撮っ
た動画を提示する。（T１） 

 
（６）評価 
  〈生徒〉・５円玉や５０円玉、５００円玉を使って、お金シートにお金を並べることができたか。 
     ・お店屋さんとお客さんになって、楽しく買い物ごっこをしているか。 
   〈教師〉・児童が金種を意識してお金を数えることができるような、教材や教師の働き掛けであった

か。 
・児童が意欲をもって取り組める環境設定や教師の働き掛けであったか。  

      
（７）個別の目標（本時）に関わる支援 

児童名 目標を達成するための教師の働き掛け、手立て 支援を行う学習活動 

A ・学習に集中できないときは、「前を向くよ」や「背筋

を伸ばして」など教師が言葉を掛ける（Ｔ２） 

・５円玉や５０円玉などを使いながらちょうどのお金を

お金シートに並べているときには「５円玉使えていい

よ」などすぐに教師が言葉を掛ける。（Ｔ２） 

・商品を選ぶときに迷っていたら、「ドーナッツとビス

ケットどっちにする」等選択を絞った言葉掛けをす

る。（Ｔ２） 

活動全般 

３ 買い物ごっこ 

 

 

 

B ・落ち着いてお金が数えられるように、「もう一度数え

て」や「５円玉使えるよ」など、教師が言葉掛けをす

る。 

３ 買い物ごっこ  

 

C ・５円玉や５０円玉が自信をもって使えるように、１円

玉５枚で５円玉と表と裏を見ながら等価が分かる等価

カードを渡す。 

３ 買い物ごっこ 

D ・金種ごとにお金を選んで並べられるように、お金シー

トに金種に合ったお金のイラストを貼る。 

・お金が数えやすいように、お金シートのマス目に番号

をふる。 

・５円玉や５０円玉が自信をもって使えるように、等価

カードを渡す。 

３ 買い物ごっこ 

E ・金種ごとにお金を選んで並べられるように、お金シー

トに金種に合ったお金のイラストを貼ったり、位ごと

に色分けをしたりする。 

・お金が数えやすいように、お金シートのマス目に番号

をふる。 

・５枚以上硬貨を数えたら等価カードを見せながら「５

円玉使えるよ」と教師が言葉掛けをする。 

３ 買い物ごっこ 
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